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Andor社製 iXON DV887-BV設定方法（Rev 1.01） 
Step1：Meta Imaging Series Administratorの設定 
１） カメラに付属されてきます iXON-SDKを使用する PCにインストールします。 

２） [Meta Imaging Series Administrator]を起動させ[Configure Hardware] －[Configure Acquisition]を 

選びます。 

３） [Available Drivers]リストから[Andor]を選び[Add>>]ボタンで[Installed Drivers]リストに 

移動させます。 

４） [Installed Drivers]リストに移動した[Andor]を選び[Configure]ボタンを押します。 

５） 各 Tabの諸設定を次のとおりにします。 

   

  



 

Molecular Devices Japan KK/Imaging Team 
 

６） すべて確認しましたら[OK]ボタンを押し設定を確定し、Administratorを終了します。 

７） MetaMorph を起動し、[Acquire]メニューの[Acquire]で CCD カメラの設定ボックスを表示させ Special

タブの Pre-Amplifier Gain、Digitizer、Gain、EM Gain を必要に応じて設定します。なお、Camera 

Shutterは通常 Always Openを選択します。 

※ Vertical Shift Speedは 294.12kHz (3.4usec/pixel), Vertical Clock Voltageは Normalに設定して

ください。また Multi Dimensional Acquireを使用する場合は、Acquireボックスの EM Gain と MDA

のWavelength タブの EM Gainはリンクしていませんので、使用する各波長ごとに EM Gainを設定

しなければいけません。 

  

 Digitizerの選択 

  
Vertical Shift Speedの選択 

 
Vertical Clock Voltageの選択 

 

Pre-Amplifier Gainの選択 

 

14-bit （ｘMHｚ）の数字が大きい Digitizerほど、 

読み出し速度が速いことを意味します 

Vertical Shift Speedを早いものを間違って選んで

しまうと、CCD 内で電荷が正常に転送できなくなり

画像がひずんだりします 

初期設定は必ず 294.12kHz を選んでください 

Vertical Clock Voltageは Normalを使用します 

Pre-Amplifier Gainは通常1.00xでよいですが、極

微弱光測定時に 2.50xを使用する場合があります
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Camera Shutterの選択 

 

 

 

 

  Camera Stateの選択 

 
 

 

 

  Info…の表示例 

 

   

Open for Expose：露光時間に合わせてシャッターを

開閉します 

Always Open：常時シャッターを開いた状態で保持

します（通常測定時） 

Always Close：常時シャッターを閉じた状態で保持

します（バックグラウンド測定時に使用） 

Non－Overlapped：MDAやTimeLapseデータ取得

時に使用します 

Overlapped：Live 画像の高速表示を要する場合や

StreamAcquistionを使用する場合に使用します 

※ Overlapped モード時はより高速にデータ取得

が可能となります 

PCに接続しているカメラのシリアル番号やソフトウェ

アのバージョンの確認が行えます 


